
 

No. 85 

Ryukoku Extension Center ニューズレター 

発行日：2014年2月26日 

REC News Letter 

 

 
 

 

 

ご報告＆ 
お知らせ 

第 4 回 REC BIZ-NET 研究会 
「再生可能エネルギーをスマートに使うために！」～ビジネスチャンスを求めて～ 

 2 月 21 日（金）、REC ホールにて、第 4 回 REC BIZ-NET 研究会「再生可能エネルギーをス
マートに使うために！」～ビジネスチャンスを求めて～ を開催しました。 
 和田隆博 龍谷エクステンションセンター（REC）センター長（理工学部教授）による、開会の
あいさつの後、政策学部 深尾昌峰 准教授による「龍谷ソーラーパークの取り組みと課題」、
産業技術総合研究所 境 哲男氏による「電力貯蔵用電池の現状と開発課題、将来展望」、川
崎重工業株式会社 西村 和也氏による「産業用大型ニッケル水素蓄電池の現状と課題」、エ
リーパワー株式会社 福永 孝夫氏による「電力貯蔵用大型リチウム蓄電池の現状と課題」、
最後に REC レンタルラボ入居企業による話題提供として、トランスブート株式会社 田中 允也
氏による「スマートハウス構想におけるエネルギー制御システムについて」をお話いただきまし
た。 

現在注目されている話題ということもあり、約 50 名の来
場があり、情報交換・懇親会では、「大変勉強になった」「龍
谷大学のシーズをもっと知りたい」等のコメントをいただきま
した。 

来年度も、企業様にとって旬な情報をいち早くお届けで
きるように REC BIZ-NET 研究会を実施いたします。 

現在、2014 年度 REC BIZ-NET 会員を募集しております。
REC BIZ-NET 研究会実施の他、REC フェロー、REC コーデ
ィネーターによる技術相談・経営相談、研究プロジェクトの
立ち上げ等、企業様をフォローできる体制を整えておりま
す。ご興味のある企業様がいらっしゃれば、ぜひご紹介くだ
さい。 

 

ご報告 第 5 回「質問力研修」を開講しました！ 

議員の議会における一般質問力を高める第 5 回「質問力研修」を 2 月 8 日（土）・9 日（日）

の 2 日間、深草キャンパス紫光館で開講しました。「質問力研修」は、一般質問を素材に自治

体議会議員の質問力を上げ、それを通じて政策提案能力、さらには政策形成能力を伸長させ

ることを目的に、本学の地域人材・政策開発リサーチセンター（LORC）が研修プログラムを開

発。プログラムでは、実際に行われた一般質問を、研修参加議員や議会答弁の経験豊かな

自治体職員、研究者のアドバイザーで構成する少人数グループで検討し、監査力や政策提案

力のある一般質問作成のための理論、理念、コツや技法を学びます。 
今回の研修には、関西圏だけでなく神奈川県や大分県など広域から市会議員ら 12 人が参

加。1 日目は、土山希美枝 政策学部准教授による講義「自治体議会と一般質問」の受講後

に、グループごとに与えられた政策テーマについて議論を行いました。2 日目はそれぞれが持

ち寄った一般質問の内容を、参加議員や行政・研究両アドバイザーとでどのようにすれば効

果的な質問となるのかをグループワーク形式で共有し、日程を終えました。 
参加した議員は「質問の内容と技術は確実に向上したと思う」「政策議論が大いに盛り上が

った」「各議会の運営方針等の違いを比較し、議会改革をさらに推進する学びを深めたい」と

研修に手応えを感じておられました。 
次回の「質問力研修」は 7 月の開催を予定しています。詳細が決まりましたらホームページ

にてお知らせします。お問い合わせは、REC 事務部（京都）〈電話：075-645-2098〉まで。 

   

熱心に講演に耳を傾ける 
来場者の様子 

政策学部 深尾昌峰 准教授 
による講演 

和田隆博 REC センター長 
による挨拶 

政策学部 土山希美枝 准教授による

講義 

ワークショップの様子 
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●REC 滋賀 REC ホール （内線 7279） 
●REC 京都 紫光館 5 階 （内線 6505） 
●REC 東大阪 クリエイション・コア東大阪 
 産学連携ｵﾌｨｽ 2212 号（06-6748-8228） 

REC News Letter は毎月発行。 
次回は 3 月 25 日頃発行します。 
※バックナンバーは龍谷大学 HP→教職員向けサイト 
→REC 京都サイトをご覧ください。 
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ご報告＆ 
お知らせ 

人間・科学・宗教オープン・リサーチセンター連携 
「REC コミュニティカレッジ特別講演会」を開催しました！ 

2 月 15 日（土）、人間・科学・宗教オープン・リサーチセンターと連携し、2014 年度後期 REC コミュニティカレッジ特別講演会 
「緩和ケアと仏教の融合- あそかビハーラクリニックの挑戦 - 」を開催しました。 

今回の特別講演会は、文学部 鍋島直樹 教授がコーディネーターとなり、あそかビハーラクリニックのスタッフをお招きし、終末

期医療の取り組みについてお話をいただきました。 
当日は 93 名の方が講演会に参加され、講演会終了時には大きな拍手とともに涙ぐまれている方も多数おられました。 

また、講演会終了後のアンケートの中にも「始めから終わりまで涙が止まりませんでした」など、 
来場された方の心に残る講演会となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ご報告 福祉フォーラム「第１１回専門セミナー」を開催しました！ 
 2 月 22 日（土）龍谷大学瀬田学舎 6 号館社会調査実習指導室にて、 
「第 11 回専門セミナー」を開催しました。 

今回のテーマは、「調査票調査（アンケート調査）の技法をマスターする（初心 
者対象）」ということで、午前の部を福祉フォーラム副会長の社会学部 工藤保則 
教授、午後の部を社会学部 津島昌寛 教授にご担当いただきました。 

工藤教授はＤＶＤ映像も活用されながら講義いただきました。津島教授にはＰＣ 
による実習形式を中心とした講義をいただきました。 

このセミナーは有料開催で、時期的に寒冷な気象条件の頃の為、６名のお申込 
にとどまりました。しかしながら、参加受講生の方々と講師との距離感の近い密度 
の濃い内容とすることができました。 

 

ご報告 「京あるき in 東京」に参加しました！ 
京都市、京都商工会議所等が主催する「京あるき in 東京 2014」の企画の一つ、”京都の 

大学による特別講義”に参加しました。 
この特別講義は 2 月 14 日（金）から 2 月 16 日（日）までの 3 日間にわたって開催され、本 

学は 2 月 15 日（土）に「京都が考える和食の未来戦略～伝統的なダシ のあじわいと次世代 
の京料理～」をテーマに、龍谷大学農学部（2014 年設置認可申請予定）教授に就任予定の 
山崎英恵 准教授にご講演いただきました。 

飽食と言われて久しい現代の日本。子どもたちの好きな料理には洋食、とくに肉料理があ 
げられています。今年、ユネスコの無形文化遺産に登録された”和 食”。今注目を集める伝 
統的な食の意義を考えるにあたり、”おいしい”を科学的に考えるとともに次世代につなげる 
ために和食の料理人が挑戦している事例を ご紹介いただきました。 

関東地方は前日（2/14）より大雪にみまわれ、当日は交通機関に乱れが生じていましたが、 
参加いただいた方は熱心に聴講され、終了後に講師へ質問がでるなど関心の高さがうかがえました。 

お知らせ 3 月の REC の活動 
3 月 11 日（火） 2014 年度前期 REC コミュニティカレッジ会員受付開始！ 
3 月 13 日（木） 2014 年度前期 REC コミュニティカレッジ一般受付開始！ 

  

山崎英恵 准教授 
による講演の様子 

津島昌寛 教授による講義 

講演会の様子 

2014 年度前期 REC コミュニティカレッジ全 201 講座を開講します！ 

〈受付開始日〉  会員申込：2014 年 3 月 11 日（火）10：00～ 
一般申込：2014 年 3 月 13 日（木）10：00～ 

〈お 申 込 先〉  REC 京都：075-645-7892  REC 滋賀：077-543-7848 

※電話またはホームページ（https://rec-ryukoku.jp/）からお申込ください。 

工藤保則 教授による講義 

https://rec-ryukoku.jp/

